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１ 課題設定の理由 

私たちが住んでいる南予はどこを見ても山だらけである。私たちはその自然豊かな南予で上手

く山と共生しあって生きていかなければならない。一概に山といっても地質や山頂までの距離斜

面の勾配の違いにより私たちが受ける影響は様々である。そこで地域ごとの山の特徴を調べて防

災や減災などにつなげられはしないかと考えこの課題を設定した。 

 

２ 仮設 

南予の中でも、地域ごとに山の特徴に違いがあるのではないか。また地質学的に意味を持つも

のの特徴を数値化できるのではないか。そしてそれらをハザードマップなどに活用して南予地区

の防災や減災に還元できるのではないか。 

 

３ 方法 

(1) 尾根線の引き方 

ア 国土地理院発行の２万５千分の１地形図にトレーシングペーパーを重ねて尾根線を描い

ていく。 

イ 尾根線は等高線が平行になったらその手前で止

める。 

(2) 尾根線の名前の付け方（図１） 

ア 山頂ごとに番号をつける。 

イ 北から時計回りに大文字のアルファベットをつ

ける。 

ウ 枝分かれしたものには主となる尾根の先端から

時計回りに小文字のアルファベットをつける。ただ

し、枝分かれの中の枝分かれは省く。 

 ＊ 山頂が尾根でつながる場合（図２） 

山頂どうしをつなげる尾根の最低高度でそれ

ぞれの尾根線であるとする。 

(3) 尾根線の方角の決め方 

ア 始点と終点を直線で結ぶ。 

イ アで引いた直線を北からの角度を測定する。 

ウ 360°÷16＝22.5°より、16 方位を北ならば東西に

11.25°ずつでカウントする。 

(4) 尾根線の長さの測定 

   curvimeter によって cmの小数第一位まで測定する。 

 

図１ 尾根線の名前の付け方 

 

 

図２ 山頂が尾根でつながる場合 



４ 結果と考察 

(1) 尾根線の傾向 

ア 尾根の傾向について 

   図３では、特に S と SW に顕著なピークが見られる。図４では、NW と NNW に顕著なピ

ークが見られる。図５では、NNEに顕著なピークが見られる。図６では、Sと SSW に顕著な

ピークが見られた。以上のことから地区ごとに尾根の傾向が異なっていることが分かり、こ

れは、南予といっても地域ごとに自然災害への備えを変える必要があることを示唆している

と考えられる。また、尾根の平均の長さをまとめると（表１）、松丸が 840m と最長で、続い

て、宇和島、伊予吉田、城辺となり、城辺と伊予吉田で類似した傾向が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 尾根の平均の長さと尾根数 

  場所  

尾根線の平均  
城辺  宇和島  松丸  伊予吉田  

地形図上(cm)  1.9 2.7 3.4 1.9 

実際(m)  465 665 840 479 

尾根数  80 134 68 173 

 

イ レーダーダイアグラムからの考察 

    図３と図６では、ピークを示すものの反対の方角にもピークがあるように考えられる。ま

た、図４と図５では、ピークがほぼ 90°の中に分布している。今回の調査地域は四万十帯に

属しており、堆積岩が基本的に分布している地域である。特に伊予吉田地域は仏像構造線の

南にあるために南方向への尾根が顕著になったと考えられる。また、城辺も南方向への尾根

の傾向があるが、両地点においては、付加体という観点での共通点があるのではと考えられ

る。 

 

 

図４ 宇和島の尾根線（n=134） 

 

図３ 城辺の尾根線（n=80） 

 

図６ 伊予吉田の尾根線（n=173） 

 

図５ 松丸の尾根線（n=68） 



(2) 地すべり場所の観察① 

宇和島市申生田にある地すべりの露頭を観察した。図８のように段々畑のような階段状の構

造が陥没していることが見て取れる。また、地図で場所を特定していると、荒地の表示となっ

ていた。このことから、地図上の荒地の表示となっているところは、地すべりが起こった跡で

ある可能性が高いと考えられる。 

 

(3) 地すべり場所の観察② 

宇和島市三間町成家にある地すべりの露頭に実際に行き、観察した。あてと呼ばれる樹木の

傾倒する下部に形成される幹が曲がったもの（図１０）や、図１１にあるような流出してきた

土砂が堆積した場所を観察することができた。なお、地すべり構造のしくみを図１２に示す。

 

 

 

図９ 観察場所② 

 

図１０ 樹木のあて 

 

図１１ 流出した土砂の堆積跡 

 

図１２ 地すべり構造の模式図 

（大八木、1982を一部改変） 

 

図８ 北東斜面の写真 

 

図７ 観察場所① 



５ まとめと今後の課題 

(1) 尾根線の傾向の数値化 

尾根の傾向を数値化することによって地域ごとの尾根の傾向の差異を捉えることができた。 

この傾向に意味を求めていくために、具体的な過去の災害について考察し、傾向や傾斜角度、

斜面の勾配などの危険度評価を行っていきたい。また、実地調査をふまえて、尾根と地形の関

係性についてより深く探究していきたい。 

 (2) 地すべり場所の観察 

今回、実際に宇和島市三間町成妙地区の砂防ダム付近の山に実地調査に行き、水の通り道、

岩石・砂の特徴などを見た。そこで、木の傾く方向が場所ごとに違うなどの発見があった。地

すべりの全体像を見ることができる場所で観察したことも地すべりに対する知見が得られた。

尾根の方向は、長い時間の流れの結果、大雨や地すべり、風化などの影響で削られた跡の現れ

であると考える。また、最近の気候の変動により、大雨、台風の多発などを踏まえ、地図や実

際に山に登るなどして、山地の経過を記録していくことが大事であると考えられる。この研究

を今後も継続し、データを蓄積していくことで、地域に還元したい。 
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